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教育発展の地域経済成長促進効果の実証研究  
－山東省における教育水準と経済の実態調査からの考察－（2017年度）
中国の中小都市における農村移住者の住宅需要から見た「農民の市民化」（2017年度）
中国都市における城中村の改造後村民の就業問題  －洛陽市での調査から－（2017年度）
国際社会の援助形態の変化と中国の影響下でのパキスタンの発展：CPECがもたらす影響と今後の展望（2024年度）
観光需要に影響を及ぼす要因について－観光地ブランド価値に対する地域文化の役割（2024年度）
中国東北地方における観光振興と地域住民の認識：観光客の消費行動と地域経済への影響（2025年度）
EC 活用が中国の小規模農家の経営高度化に与えた影響―東北地方の穀物農家の事例を中心に（2025年度）

● 唐墓壁画の研究 ー胡人文化を中心にしてー（2018年度）
● 真如苑、霊友会における「苦」と信仰（2018年度）
● 日中間における非熟練労働者の移動ー技能実習生を中心にー（2022年度）

●ペルシア絨毯生産における都市との
　関係性と工房の活動について 
　ー20世紀以降のイスファハーンを中心にー
  （2018年度）

イラン

● ラオスにおける初等教育の普及を妨げる要因分析
　　　　　　　　　　　　　　　  （2018年度）

ラオス

日本のマンガ、アニメの海外展開について（2019年度）

● Rural Sector Poverty in Sri Lanka:
　A case study in Monaragala district（2010年度）
● スリランカ社会の施しにみられる仏教的価値観の影響に関する研究（2022年度）

「性同一性障害」者が目指す社会へ - カンボジアの現状 （2010年度）
Factors Affecting Children’s Primary Schooling in Rural Cambodia
Case of Siem Reap Province（2011 年度）

アメリカ合衆国
●イスラーム美術における具象的カリグラフィーの基礎的研究（2023年度）

The impact of Agricultural Production 
Educational Achievement and Social Services 
on Poverty Reduction in East Timor: Case 
Study of Manufahi District （2010年度）

● 

ロシア

統計データにはない、現地の「温度感」を求めて

　私の研究テーマは、「援助依存と経済発展―CPECがもたらしたパキスタン経済の転換点―」です。中
国・パキスタン経済回廊（CPEC）を軸に、中国からの援助がパキスタン経済や人々の認識にどのような
影響を与えているのかを分析しました。
　先行研究や統計データだけでは捉えきれない現地の実態を知るため、本プログラムを活用して中国
でのフィールドワークを行いました。現地では主に、中国人学生や一般市民へのインタビューを通じて、
パキスタンの印象や中パ関係、CPECや対外援助に対する考えを聞き取りました。
　調査を通じて印象に残ったのは、中国とパキスタンの友好関係を良好に捉えている人が多いこと、そ
して都市によってパキスタンへの認知度に明確な差があることでした。数字や文献からは見えにくい、両
国の関係性や人々の意識を現地で直接感じることができたことは、大きな収穫でした。
　このプログラムを通じて、研究の世界が広がっただけでなく、物事を多様な角度から捉える姿勢が身に
ついたと感じています。大学院での研究を深めるうえで大きな助けとなるのはもちろん、今後の人生にお
いても必ず役立つ経験になるはずです。少しでも興味がある方は、迷わずチャレンジしてみてください。

カ－ン 亜志菜さん 経済学研究科　修士課程修了　経済学専攻

交換留学経験から考えるスロバキア社会における日本人像

　私の研究テーマは、スロバキア共和国における日本人表象と社会的立場についてです。私は、学部生の
時にスロバキア共和国で1年間交換留学をしていた経験があります。その際に、様々な国籍の人と交流す
る中で冷たい態度をとられる時や、最初は冷たくても私が日本人だとわかると態度を変えて興味をもって
話しかけてくる人など、私が日本人であることにより相手の態度が変化することがありました。この経験か
ら、ヨーロッパにおける日本人に対するイメージや社会的立場について研究したいと思ったのが進学の
きっかけです。
　アジア・アフリカ総合研究プログラムでは、他研究科の授業に参加できることやフィールド調査環境が
充実していることに魅力を感じ履修を決めました。実際に、調査補助制度を利用してスロバキア共和国で
生活している日本人に対するインタビュー調査と、日本文化がどのようにスロバキア共和国で受容されて
いるのかなどに関するフィールドワークを行いました。オンラインでもインタビュー調査はできますが、現
地に赴くことでしか気づくことができないような発見がありました。来年度フィールドワークに挑戦する方
はぜひ五感を研ぎ澄ませて調査してみてください！

安藤 光輝さん 国際学研究科　修士課程在学（2026年5月時点）　国際文化学専攻

学びの中で出会う、多様な文化と考え方

　私の修士論文は、「観光地価値に対する地域文化の役割―中国四川省自貢市の灯会における観光客
調査から―」をテーマとし、中国の伝統行事である灯会について、主に観光客の視点から、その発展に影
響を与える要因を分析しています。アジア・アフリカ総合研究プログラムでは、政治・経済・文化といった多
分野の視点から学ぶことができ、日本の学術研究における、伝統文化を継承しつつ地域の特色を活かし、
地域活性化へとつなげる考え方や研究手法について理解を深めることができました。指導教員のもと、日
本の先行研究を踏まえながら論文の理論モデルを構築できたことは、非常に意義深い学びでした。
　本プログラムでの学びを通じて、研究の視点は研究対象の一国にとどまらず、アジア・アフリカ地域を含
む多様な文化的・社会的背景を意識し、多角的に物事を考える姿勢が身につきました。学外では、アジア
やアフリカを研究対象とする留学生が多く在籍しており、私自身も中国からの留学生として、授業外でさま
ざまな意見交換を行う機会に恵まれました。書籍や資料だけでは得られない、現地の人 自々身の語りや視
点に触れられたことは、視野を大きく広げる貴重な経験でした。
　本プログラムは、文化・経済・政治などを学際的に学びたい人や、実地調査を通じて地域研究を深めた
い人にとって、非常に魅力的な学習環境であると考えています。日本を拠点に、多様な文化背景をもつ学
生と交流しながら、文化を共有し、思想を交換できる本コースは、新たな視点と可能性を広げてくれる場
です。ぜひ多くの方に、本プログラムの魅力を知ってみてください。

何 嘉ぶんさん 経済学研究科　修士課程修了　経済学専攻

ベトナム
● ベトナム人元留学生の留学モチベーション及び卒業後の進路・計画に関する研究（2022年度）
● ベトナムにおける農村観光の発展と課題：タイバック州ソンラ市を事例として（2023年度）

ニュージーランド
● "Educaiton of ethnicity language; Maori in NewZealand
　Focus on Maori Elementary School, Kura Kaupapa Maori"（2025年度）

ネパール
● ネパールの人々は紅茶を彼らの文化にどのように取り込むか（2025年度）

スロバキア
● "ヨーロッパにおける日本人表象と社会的立場－スロバキア共和国ブラチスラ
バで生活する日本人の経験から－"（2025年度）

●インド絣にみる伝統染織の様相 - ベンガル地方とグジャラート地方を中心に -
（2013年度）
●18世紀から19世紀ビーカーネール派を中心としたインド宮廷絵画の肖像画に
関する基礎的研究－東京国立博物館収蔵作品を中心として－（2025年度）

● Camp BorioとSehou Toure政権（2014年度）
● フランス食文化と自然保護政策の両立可能性について（2022年度）

● イランにおけるホメイニー思想と現代イラン社会への影響について（2014年度）

●極東から見たロシアン・アイデンティ
ティー形成の実態（2018年度）

トルコ
●シリアを通じた紛争後社会
の「国家再建」（2022年度）

世界中の国と地域で
広く調査しています（　　　　　　　　）
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